
２０２０年 ８月 

北海道電力株式会社 

泊発電所 原子炉施設保安規定変更認可申請書 補正対応リスト 

 

Ｎｏ． 該当条文 補正前 補正後 補正理由 備考 

１ 

第３条 

(品質マネジ

メントシス

テム計画) 

３．定義  

(1) 原子炉施設 

 原子炉等規制法第４３条３の５第２項第５号に規

定する発電用原子炉施設をいう。 

３．定義  

(1) 原子炉施設 

 原子炉等規制法第４３条の３の５第２項第５号に

規定する発電用原子炉施設をいう。 

記載の適正化 

（法令条文名の記載

誤り） 

 

２ 

第３条 

(品質マネジ

メントシス

テム計画) 

4.1 品質マネジメントシステムに係る要求事項 

(6) 組織は、機器等または個別業務に係る要求事項

（関係法令を含む。以下、「個別業務等要求事項」

という。）への適合に影響を及ぼすプロセスを外部

委託することとしたときは、7.4 に従って当該プロ

セスが管理されているようにする。 

4.1 品質マネジメントシステムに係る要求事項 

(6) 組織は、機器等または個別業務に係る要求事項

（関係法令を含む。以下、「個別業務等要求事項」

という。）への適合に影響を及ぼすプロセスを外部

委託することとしたときは、当該プロセスが管理

されているようにする。 

記載の適正化 

（品質管理基準規則

との整合をとるた

め） 

 

３ 

第３条 

(品質マネジ

メントシス

テム計画) 

4.2.1 

(4) 品質管理基準規則の要求事項に基づき作成す

る手順書、指示書、図面等（以下、「手順書等」とい

う。） 

ａ．表３－１に示す社内規程のうち二次文書 

ｂ．表３－１に示す社内規程において、作成するこ

とを定めた記録を含む文書 

ｃ．表 131－３に示す記録（4.2.4 参照） 

4.2.1 

(4) 品質管理基準規則の要求事項に基づき作成す

る手順書、指示書、図面等（以下、「手順書等」とい

う。） 

（削除） 

 

 

 

記載の適正化 

（品質管理基準規則

との整合をとるた

め） 

 

４ 

第３条 

(品質マネジ

メントシス

テム計画) 

5.4.1 品質目標 

  a.実施項目  

5.4.1 品質目標 

  a.実施事項  

記載の適正化 

（品質管理基準規則

との整合をとるた

め） 

 

５ 

第３条 

(品質マネジ

メントシス

テム計画) 

6.2 要員の力量の確保および教育訓練 

(2)  

e.要員の力量および教育訓練その他の措置に係る

記録を作成し、これを管理する。 

6.2 要員の力量の確保および教育訓練 

(2)  

e.要員の力量および教育訓練その他の措置に係る記

録を作成し、これを管理する。（4.2.4 参照） 

記載の適正化 

（当社保安規定内で

の表現の統一） 

 

６ 

第３条 

(品質マネジ

メントシス

テム計画) 

7.4.1 調達プロセス 

(2) 組織は、保安活動の重要度に応じて、調達物

品等の供給者および調達物品等に適用される管

理の方法および程度（力量を有する者を組織の

外部から確保する際に、外部への業務委託の範

囲を品質マネジメント文書に明確に定めること

を含む。）を定める。この場合において、一般

産業用工業品については、調達物品等の供給者

等から必要な情報を入手し、当該一般産業用工

業品が調達物品等要求事項に適合していること

を確認できるように、管理の方法及び程度を定

める。 

7.4.1 調達プロセス 

(2) 組織は、保安活動の重要度に応じて、調達物

品等の供給者および調達物品等に適用される管

理の方法および程度（力量を有する者を組織の

外部から確保する際に、外部への業務委託の範

囲を品質マネジメント文書に明確に定めること

を含む。）を定める。この場合において、一般

産業用工業品については、調達物品等の供給者

等から必要な情報を入手し、当該一般産業用工

業品が調達物品等要求事項に適合していること

を確認できるように、管理の方法および程度を

定める。 

記載の適正化 

（当社保安規定内で

の表現の統一） 

 

７ 

第３条 

(品質マネジ

メントシス

テム計画) 

8.5.2 是正処置等 

 ｄ．必要に応じ、計画において決定した保安活動

の改善のために講じた措置（品質方針に影響を

与えるおそれのある原子力部門の内外の課題

を明確にし、当該課題に取り組むことを含む。）

を変更する。 

8.5.2 是正処置等 

 ｄ．必要に応じ、計画において決定した保安活動

の改善のために講じた措置（品質方針に影響を

与えるおそれのある組織の内外の課題を明確

にし、当該課題に取り組むことを含む。）を変

更する。 

記載の適正化 

（当社保安規定内で

の表現の統一） 

 

８ 

第３条 

(品質マネジ

メントシス

テム計画) 

8.5.2 是正処置等 

f.原子力の安全に及ぼす影響の程度が大きい不適

合（単独の事象では原子力の安全に及ぼす程度は

小さいが、同様の事象が繰り返し発生することに

より、原子力の安全に及ぼす影響の程度が増大す

るおそれのあるものを含む。）に関して、根本的

な原因を究明するために行う分析の手順を確立

し、実施する。 

8.5.2 是正処置等 

f.原子力の安全に及ぼす影響の程度が大きい不適

合（単独の事象では原子力の安全に及ぼす影響の

程度は小さいが、同様の事象が繰り返し発生する

ことにより、原子力の安全に及ぼす影響の程度が

増大するおそれのあるものを含む。）に関して、

根本的な原因を究明するために行う分析の手順

を確立し、実施する。 

記載の適正化 

（品質管理基準規則

との整合をとるた

め） 

 

９ 

第３条 

(品質マネジ

メントシス

テム計画) 

表３－１社内規程一覧 

１次文書「原子力品質保証計画書」の保安規定対照

条文 

第 2条、第 2条の２、第 4条、第 6 条･･･ 

表３－１社内規程一覧 

１次文書「原子力品質保証計画書」の保安規定対照

条文 

第 2条、第 2条の２、第 4条～第 6 条･･･ 

記載の適正化  

10 

第３条 

(品質マネジ

メントシス

テム計画) 

表３－１ 

「泊発電所化学管理要領」の保安規定対照条文 

第 18 条、第 27 条・・・ 

表３－１ 

「泊発電所化学管理要領」の保安規定対照条文 

第 12 条の２、 

第 18 条、第 27 条・・・ 

原子力規制における

検査制度の見直し

（運転管理業務を包

括的に規程した条の

追加）の反映 

 

11 

第３条 

(品質マネジ

メントシス

テム計画) 

表３－１ 

「泊発電所燃料管理要領」の保安規定対照条文 

第 19 条～第 26 条、・・・ 

表３－１ 

「泊発電所燃料管理要領」の保安規定対照条文 

第 12 条の２、 

第 19 条～第 26 条、・・・ 

原子力規制における

検査制度の見直し

（運転管理業務を包

括的に規程した条の

追加）の反映 

 

1
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Ｎｏ． 該当条文 補正前 補正後 補正理由 備考 

12 

第３条 

(品質マネジ

メントシス

テム計画) 

表３－１社内規程一覧 

「泊発電所保修要領」の保安規定対照条文 

第 11 条の２ 

第 16 条･･･ 

表３－１社内規程一覧 

「泊発電所保修要領」の保安規定対照条文 

第 11 条の２、第 12 条の２、 

第 16 条･･･ 

原子力規制における

検査制度の見直し

（運転管理業務を包

括的に規程した条の

追加）の反映 

 

13 

第３条 

(品質マネジ

メントシス

テム計画) 

図３－２ 品質マネジメントシステム文書体系図 

（二次文書） → 一次文書を除く 4.2.1(3)の社内

規程 

図３－２ 品質マネジメントシステム文書体系図 

（二次文書） → 一次文書を除く表３－１の社内

規程 

4.2.1 の記載見直し

に伴う表現の適正化 

（本リスト No.3 の

補正に伴う変更） 

変更前後表を

追加（別紙参

照） 

14 

第 118 条 

(施設管理) 

１ 施設管理の実施方針および施設管理目標 

(3) 組織は、施設管理の実施方針に基づき、管理の

改善を図るための施設管理目標を設定する。ま

た、11 の施設管理の有効性評価の結果、および

施設管理を行う観点から特別な状態（6.3 参照）

を踏まえ施設管理目標の見直しを行う。 

１ 施設管理の実施方針および施設管理目標 

(3) 組織は、施設管理の実施方針に基づき、施設管

理の改善を図るための施設管理目標を設定する。

また、11 の施設管理の有効性評価の結果、およ

び施設管理を行う観点から特別な状態（6.3 参

照）を踏まえ施設管理目標の見直しを行う。 

記載の適正化 

（用語の統一） 

 

15 

第 118 条 

(施設管理) 

３ 保全対象範囲の策定 

(1) 発電用軽水型原子炉施設の安全機能の重要度

分類に関する審査指針（平成２年８月 30 日原子

力安全委員会決定）」（以下、「重要度分類指針」

という。）において、一般の産業施設よりも更に

高度な信頼性の確保および維持が要求される機

能を有する設備 

３ 保全対象範囲の策定 

(1) 重要度分類指針において、一般の産業施設より

も更に高度な信頼性の確保および維持が要求さ

れる機能を有する設備 

記載の適正化 

（第３条で読み替え

済みのため削除) 

 

16 

第 118 条の

２ 

(設計管理) 

２ 

(4) 設計・開発に不可欠なその他の要求事項 

２ 

(4) 設計に不可欠なその他の要求事項 

記載の適正化 

（第３条で読み替え

済みのため削除) 

 

17 

第 118 条の

４ 

(使用前事業

者検査) 

４  

(1) 第４条に定める保安に関する組織のうち、検査

対象となる工事を実施した組織とは別の組織の

者 

４  

(1) 第４条に定める保安に関する組織のうち、検査

対象となる設置または変更の工事を実施した組

織とは別の組織の者 

記載の適正化 

（用語の統一） 

 

18 

第 118 条の

４ 

(使用前事業

者検査) 

５ 検査実施責任者は、検査内容および検査対象設

備の重要度に応じて、検査実施責任者および前項

に規定する検査員の立会程度を定めそれを実施す

る。 

５ 検査実施責任者は、検査内容および検査対象設

備の重要度に応じて、検査実施責任者および前項

に規定する検査員の立会頻度を定めそれを実施す

る。 

記載の適正化 

（用語の統一） 

 

19 

第 118 条の

５ 

(定期事業者

検査) 

３ 

(2) ※1 

ｂ．試運転その他機能および作動の状況を確認する

ために十分な方法。 

３ 

(2) ※1 

ｂ．試運転その他の機能および作動の状況を確認す

るために十分な方法。 

記載の適正化  

2

H2003009
タイプライターテキスト

H2003009
タイプライターテキスト

H2003009
タイプライターテキスト



泊発電所原子炉施設保安規定変更比較表（38/38） 

【第２章 品質保証】 

変更前 変更後 備 考 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・4.2.1 の記載見直
しに伴う表現の適
正化 

 

 

一次文書を除く表３－１の社内規程 

3

H2003009
タイプライターテキスト
別紙




